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熊本地震で被災した庁舎と防災センターの合築庁舎の新築
整備。基礎免震構造やヘリポートの整備等により、災害時に
おいても庁舎の機能を維持できるよう配慮されている点や、
ユニバーサルデザインレビューによりベビーチェアの位置等
を変更し、利用者の目線を重要視した整備を実施した点が評
価された。
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�被災庁舎と防災センターの合築庁舎新築整備事業

賛助会員　㈱大林組

1．はじめに
平成28年熊本地震において「熊本土木事務所庁舎（大
破）」及び「熊本総合庁舎（中破）」が大きな被害を受け
た。被災した「防災センター」は、既存庁舎の高層階�
（10階）にあることや活動スペースが十分確保できな
かったことが課題であったことから、それらを解消する
ため合築庁舎を整備した。
【施設概要】
構　　造：鉄筋コンクリート造（免震構造）
階　　数：地下１階、地上７階
延べ面積：9,970㎡

2．事業の概要
県庁敷地内に３つの施設を集約することで、建物の有
効活用、事業費の縮減等に取り組んだ。
施設の整備に当たっては、
　・大規模災害時に防災拠点として十分な機能を確保
　・人と環境にやさしく、快適に利用しやすい
　・合築するメリットを十分発揮
することを目標とした。
当センターは、基礎免震構造、PCa構造を採用し、屋
上にはヘリポートを整備した。
電力や給排水等のライフラインについては、平常時は
県庁全体で運営し、災害時には当センター単独で最低

72時間災害対策を継続できるよう非常用発電設備、鋼
板製一体型受水槽、緊急排水貯留槽等を備えた。また、
設備のエネルギー源の多重化も図った。
また、快適で利用しやすい施設を目指し、設計段階か
ら車いす利用者や障がい者等の方々と意見交換を行いな
がら、設計を行った。
さらに、工事段階でも、工事施工者の協力を得て、多目
的トイレ及び授乳室の実物大模型（モックアップ）を制作
して、来庁者等にアンケート調査を行うなど実際の使い勝
手などを検証して、更なる改善を行った。実物大模型（モッ
クアップ）での検証は、当課HPにも掲載している。
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/116/187686.html

3．事業の成果
低層階に災害対策本部やオペレーションルームの災害
対策の主要な指令機能を配置するとともに、政府現地対
策本部や自衛隊等の応援機関の活動室も設けた。
また、１階は過去県内で発生した大規模災害の経験や教
訓を学び、地域防災の担い手育成や児童の防災学習の拠
点となっており、現在県内外から多くの方々が訪れている。

4．おわりに
熊本地震からの創造的復旧・復興として、震災後約７
年をかけて施設を整備したが、次なる大規模災害への備
えを実現し、さらに九州を支える広域防災拠点としての
機能も強化することができた。

人と環境にやさしい庁舎への主な取組
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